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一般質問一般質問

町政の今後の方針を問う（12月会議）町政の今後の方針を問う（12月会議）

大 森 智 樹 議員
～今後の宿泊税導入に対する
　　　  わが町の考え方について～
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　令和５年10月27日に設置された「利尻富士町議会議員の定数等調査特別委員会」（全議員）に
おいて、計４回にわたり特別委員会を開催し、調査等意見をとりまとめ、12月会議にてその結果
を報告しました。

～ 報告要旨 ～
　利尻富士町議会は、これまでも議員定数や議員報酬の削減をはじめ、議会機能の充実強化を図
るため、議会が主導的かつ機能的に活動できる通年議会の導入や地域住民との議会報告・意見交
換会の開催など具体的な議会改革を進めながら活動を展開してきました。
　人口減少・超高齢化社会を迎え、全国的にも議員のなり手不足を解消する取り組みが進む中、
本町においてもこのような社会的背景を鑑みて、議会のあり方を改めて検証・検討することとし
ました。
　議会は、二元代表制の下で自治体行政の最終的な意思決定機関という重責を担い、執行機関の
事務等を監視する義務、さらには住民の声を政策に反映させることが必要となっております。
　議員の定数は、民意の反映に必要なさまざまな集団、階層、職業、性別などからの代表選出可
能性に関わるものであり、多様な民意を的確に反映するために必要な定数を確保することが求め
られ、議員数が少数化するほどに議会は多様性・住民目線を失い、議会制民主主義の根幹を損な
う恐れがあり、人口減少・超高齢化社会を迎え、議員定数も比例して減少させ少数精鋭にすべき
との議論もあるが、議会構成においても年代や職業等の偏りが生じやすくなるため、多様な民意
の反映が困難になることが予想されます。
　このことからも、一般住民が参加しやすい議会とするために議員のなり手を増やす方策、女性
・若年層など幅広い層の住民が議会に参画しやすい環境を整える必要があり、将来の議会議員と
して地域の声を行政に反映しうる存在の確立が重要であると考え、次期においても適正な議員定
数とする現定数の９名とすることを決しました。

議会議員の定数等調査特別委員会　報告（委員長　戸嶋　郁夫）

次期議員定数  現定数の「９名」に
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行政報告行政報告
１．利尻空港利用状況

２．令和6年度上期観光客入込客数の状況

３．利礼3町、ANA本社訪問について

４．イオンモール札幌発寒店「利尻島・礼文島・奥尻島・天売焼尻島」食と観光PR

５．利尻富士町・利尻町と台湾屏東県琉球郷との友好交流協定「調印式」について

６．交通事故死ゼロ最長記録更新について

７．北海道社会貢献賞受賞について

　HAC便の搭乗者が、定期便・増便３
ヶ月合計で488人増、搭乗率も11月は
落ち込みましたが、高い搭乗率を確保し
ております。ANA便は、最終の９月が
昨年より1,023人増加しております。
来年以降も高い観光需要を期待し、冬期
間の除雪体制など万全を期して運行に努
めてまいります。

　４月から９月までの入込客数は、10万3,600人で対前年より6,100人、6.3%増でありますが、
コロナ前の令和元年と比較しますと、まだ85％の回復でありますが、今年は、団体旅行から個
人旅行へ旅行形態がシフトしていることで昨年よりも個人客が増加し、訪日外国人客数につい
ても前年比で134％となっており、来年度以降の大幅な入込数に期待するものであります。

　毎年、利礼３町長で実施しておりますANA本社訪問ですが、今年は10月８日に利尻町の副
町長と訪問し、利尻－新千歳間のジェット機就航に対する御礼と来年度以降の就航を要望して
まいりました。ANA側も利尻線は搭乗率も高いので、来年度の就航には問題ないとのことな
ので、更なる搭乗率向上を目指してまいります。

　11月15日から17日までの３日間開催され、利尻島産アワビの販売、利尻昆布の花折体験な
ど大変盛況でありました。会場では、ふるさと納税コーナー、観光パネル展示、観光PRブー
スの設置、協賛企業としてハートランドフェリー、HACもブースの設置やクイズ大会も実施
され、来年度以降も実施の意向とイオン側担当者より伺っております。

　去る11月15日、本町役場においてオンラインで台北駐日経済文化代表処、李大使にも出席
いただいて、友好交流協定の内容で調印しました。今後、具体的にどのような交流が可能か検
討してまいります。

　本町の交通事故死ゼロの最も長い日数は、2,809日でありましたが、この度、平成29年３月
12日から令和６年11月19日をもって、2,810日となり最長を更新しました。今後は、目標を
令和７年５月29日、午前0時をもって達成する事故死ゼロ3,000日を目指し、一層の交通安全
啓発を実施してまいります。

　この度、北海道社会貢献賞に４名の方が受賞されました。自治功労者として、教育長の吉田
秀昭氏、社会事業関係功労者として、民生・児童委員の鴛泊字栄町、佐藤喜美子氏、鴛泊字大
磯、藤原基子氏、鬼脇字鰊泊、渡辺つづ子氏の４名の方々のこれまでの功績に感謝と御礼を申
し上げ、今後益々のご活躍を願うものであります。
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9 月
2,449人
85.0％

（＋258人）

5,343人
53.6％

（＋1,023人）

10 月
2,344人
78.8％

（＋121人）

11 月
1,870人
67.2％

（－142人）

搭乗率
（前年同月比）

ANA

搭乗率
（前年同月比）

JAL（HAC）

1,055人
73.3％

（＋46人）

605人
57.3％

（－20人）

225人
39.1％

（＋225人）
搭乗率

（前年同月比）

JAL（HAC）増便
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議会に行こう！
議会傍聴は議会活動に触れるもっとも
身近な方法です。皆さんの選んだ議員の活
動や町政の方針などを是非ご覧ください。
会議当日の受付で傍聴できますので、役場
３階傍聴席入口までお越しください。

広報・広聴常任委員会
委 員 長／平田　　徹

　副委員長／上田光斗夢
　委　　員／岡本　晴樹　伊藤　信勝
　　　　　　髙坂　敏夫　佐々木　勝
　　　　　　大森　智樹　戸嶋　郁夫
　　　　　　飯田　睦穂

議会の詳しい情報は利尻富士町ホームペ
ージへ
http://www.town.rishirifuji.hokkaido.jp
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編集後記

議会議長あての文書は
直接議会事務局へ

　議会議長あての文書や案内状は、日程等の調整をする必要があ
りますので、恐れ入りますが直接議会事務局へお送り願います。

●送 付 先：利尻富士町役場3Ｆ
　　　　　　利尻富士町議会事務局（議会議長）宛
　直通電話：（0163）82－2512
　メ ー ル：gikai@town.rishirifuji.hokkaido.jp

11月７日　令和６年度監査委員・補助職員研修会（札幌市）
　　11日　広報・広聴常任委員会　議員会総会
　　12日　武部代議士との意見交換会（東京都）
　　13日　第68回町村議会議長全国大会（東京都）
　　19日　第42回離島振興市町村議会議長全国大会（東京
　　　　　都）
　　20日　北海道離島議長会行政視察（東京都大島町）
　　27日　 鴛泊港長期構想検討委員会

12月１日　第25回歳末チャリティー演芸会
　　３日　議案説明会　第4回議会運営委員会
　　10日　定例会12月会議
　　　　　議会議員の定数等調査特別委員会
　　11日　清掃施設組合議会　学校給食組合議会
　　17日　消防事務組合議会　病院事務組合議会
　　22日　自民党移動政調会（稚内市）
　　25日　定例会12月第２回会議

１月２日　北見神社歳旦祭
　　３日　利尻山神社歳旦祭
　　４日　令和７年利尻富士町「二十歳の集い」
　　５日　令和７年利尻富士町消防団出初式
　　10日　議員会新春親睦会
　　21日　宗谷町村議会議長会定期総会・意見交換会（稚
　　　　　内市）
　　24日　議員懇談会　利尻富士町観光協会新年会
　　26日　鴛泊地区自治会長連絡協議会新年交礼会

２月６日　全国離島振興市町村議会議長会理事会・総会
　　　　　（東京都）
　　19日　広報・広聴常任委員会

議会日誌

委員会レポート委員会レポート
■議会運営委員会（12月3日）
　定例会12月会議の運営に係る協議

■広報・広聴常任委員会（11月11日）
　議会だより利尻富士No.204の編集についての調査及び協議

令和７年も早いもので２ヶ月が過ぎま
したが、いかがお過ごしでしょうか。
　例年に比べれば暖かく雪の少ない冬で
すが、その分、観光・漁業シーズンの天
候を心配してしまうのが、島民の性とい
うものでしょうか。
　今年は、アメリカで自国ファーストを
掲げるトランプ大統領が再任し、日本政
府の立ち回りにも注目が高まります。
　夏には参議院選、秋には本町でも町長
選、町議会議員選が執り行われます。女
性や若い世代を含め、多くの町民が気軽
に政治に参加し、まちの課題や未来の形
をみんなで考える良い機会の１年となれ
ば幸いです。
　　　　　広報・広聴常任委員会一同


